
〔書
　
評
〕は

じ

め

に

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
多
く

の
人
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
王
国

で
あ

っ
た
こ
と
を
知

っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
ま
し
て

や
、
王
国
で
あ
り
な
が
ら
、
や
は
り
植
民
地
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

を
鮮
や
か
に
示
し
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
こ
れ
を
描
い
て
見
せ

た
の
が
本
書
で
あ
る
。

私
の
講
義
で
学
生
諸
君
に

「
イ
ギ
リ
ス
の
本
当
の
国
名
を
知

っ
て

い
る
か
」
と
尋
ね
た
こ
と
が
何
度
か
あ
る
。
た
い
が
い
数
名
が
Ｕ
Ｋ

（連
合
王
国
）
と
答
え
て
く
れ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
な
ど
で
知

っ
て

本

多
　
一二
　
郎

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「大
ブ
リ
テ
ン
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
適
Ｘ
口
王
国
目
↓
す
の
Ｃ
ユ
一の
０
パ
〓
∞
Ｑ
ｏ
ヨ

ｏ
喘
〇
【①
“
一
”
『【一Ｌ
”
”
●
α

Ｚ
Ｒ

，
ｑ
５
∵
①
一”
●
２

と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、　
一
名
い
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
が
か
の
国
を
イ
ギ
リ
ス
と
呼
ん
で
い
る

こ
と
自
体
、
そ
の
謂
わ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
不
思
議
な
こ
と
で

あ
る
。
い
や
、
今
、
「
か
の
国
」
と
い
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
を

「国
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
も
、
何
と
な
く
違
和
感
を
憶
え
る
。

実
際
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
試
合
を
三
カ
国
対
抗
と
呼
ん

だ
り
し
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
加
え
て
四
カ
国
、
フ
ラ
ン
ス
を

山
本
正
著
「
王
国
」
と
「植
民
地
「
―
近
世
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
な
か
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ー
己
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加
え
て
五
カ
国
対
抗
と
呼
ん
で
い
る
。

本
書
は
、
私
た
ち
が
い
う
イ
ギ
リ
ス
を

一
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
国
家

で
は
な
く
、
「複
合
的
な
ひ
と
つ
の
国
家
」
＝

「帝
国
」
と
し
て
描
こ

う
と
し
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
よ
う
な
本
書
の
概
要
を
紹
介
す
る
が
、
そ
れ
に
先

だ

っ
て
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
の
一
つ
に
つ
い
て
ま
ず
触
れ
て
お
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
イ
ギ
リ
ス

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
最

新
の
研
究
、
著
者
の
い
う
、
「大
西
洋
帝
国
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
派

と

「
イ
ギ
リ
ス
諸
島
三
王
国
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
派
の
研
究
に
積
極

的
に
依
拠
し
た
、
問
題
提
起
豊
富
な
労
作
で
あ
る
。

一
　

本
書

の
構
成

と
内
容

の
概
要

本
書
は
、
序
章
と
、
次
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
部

「
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
再
征
服
」
、
第
二
部

「
Ｊ
一王
国

戦
争
』
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
、
お
よ
び
、
第
二
部

「近
世
イ
ギ
リ
ス

帝
国
の
国
制
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

序
章
で
は
本
書
の
課
題
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
研
究
史
が
問
わ
れ
て

い
る
。
コ
王
国
』
に
し
て

『植
民
地
』
で
あ

っ
た
と
い
う
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
お
け
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
地
位
」

を
、
「近
世
、
す
な
わ
ち
近
代
初
期
の
三
世
紀
」、
「世
界
に
覇
を
唱

え
る
こ
と
に
な
る
近
代
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
礎
が
築
か
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
第

一
次
帝
国
の
時
代
に
焦
点
を
絞

っ
て
」
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
本
書
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る

（五
頁
）。

で
は
本
書
に
お
け
る
叙
述
の
展
開
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の

概
要
を
示
せ
ば
こ
う
な
る
。

第

一
部
で
は
、
「
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

『王
国
』

化
を
意
図
し
な
が
ら
」
、
コ
植
民
地
』
化
が
強
ま
っ
て
い
く
プ

ロ
セ

ス
」
盆

五
頁
）
の
解
明
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
が

「
王
国
化
」
を
図
ろ
う
と
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

は
い
か
な
る
状
況
に
あ

っ
た
か
。
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
に
よ
る

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
征
服
が

「中
途
半
端
」
に
終
わ
り
、
「ゲ
ー
リ
ッ

ク

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
と

「イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」

と
の
拮
抗
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
な
統
治
制
度
が
機
能
す
る

「
ペ
イ

ル
」
の
内
と
軍
閥
が
群
雄
割
拠
す
る

「
ペ
イ
ル
」
の
外
と
の
分
裂
、

つ
ま
り
、
二
つ
の

「
二
つ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
に
分
か
れ
た
ア
イ
ル

ラ
ン
ド

Ｔ
一二
～
九
頁
）、
こ
れ
が
本
書
が
描
こ
う
と
す
る
新
し
い
イ

ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
像
の
出
発
点
で
あ
る
。

で
は
、
何
故
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

「
王
国
化
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

何
で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
か
。
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
は
当
初
、
軍

閥
化
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
大
領
主
に
統
治
を
委
ね
た
が

（四

一
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～
二
頁
）、
中
世
以
来
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
君
臨
し
て
き
た
大
軍
閥

の
消
滅
を
意
味
す
る
キ
ル
デ
ア
伯
の
乱
と
、
同
伯
家
取
り
潰
し
以

後
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
統
治
に
直
接
責
任
を
負

わ
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た

（五
三
頁
）。
そ
こ
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

王
権
が
め
ざ
し
た
の
が
、
同
王
権
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
た
い
す

る

「
一
元
的
支
配
の
確
立
」
（六
九
頁
）、
つ
ま
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の

「王
国
化
」
で
あ
る
。

そ
の
内
容
と
方
法
は
、
ゲ
ー
ル
有
力
族
長
に
た
い
す
る
、
「譲
渡

と
再
授
封
」
に
よ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
の
も
と

へ
の
封
建
的
臣
下

と
し
て
の
編
入
、
つ
ま
り
、
「ゲ
ー
リ
ッ
ク

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
で
あ
り
、
「
ペ
イ
ル
」
の
外
に
地
方
長
官
と
評
議

会
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
大
領
主
の
軍
閥

と
し
て
の
存
在
の
解
体
と
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
軍
事
専
門
集
団

（私

兵
団
）
の
除
去
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の

「
王
国
化
」
、
著
者
の
い
う

「改
革
」
は
部
分
的
成

果
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
「
ペ
イ
ル
」
の
外
で
は
、
デ
ズ
モ
ン
ド

の
乱

（イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
大
領
主
の
反
乱
）
や
九
年
戦
争

（ア
ル
ス

タ
ー
軍
閥
連
合
の
反
乱
）
を
招
来
し
、
「
ペ
イ

ル
」
の
中
で
さ
え
、

「
改
革
」
を
押
し
進
め
よ
う
と
す
る
総
督
と
、
「軍
事
力
を
振
り
回

し
て
」
の

「改
革
」
コ
ス
ト
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る

「
ペ
イ
ル
」
住

民
な
ら
び
に
そ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
と
の
乖
離
、
反
発
が
生
じ
、
と
ど

の
つ
ま
り
、
軍
事
征
服
と
い
う
か
た
ち
に
帰
着
し
た

（
一
〇
四
頁
）。

以
上
が
、
第

一
部

「
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
再
征
服
」

の
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
あ
と
二
点
紹
介
し
て
お
き
た
い
。　
一
つ

は
、　
一
六
世
紀
に
お
こ
な
わ
れ
た
植
民
を
、
本
書
は

「政
策
決
定
者

の
意
図
」
と
し
て
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

「改
革
」
の

一
環
と
し
て
捉
え

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
「旧
き
新
世
界
」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
、
富
の
追

求
の
あ
く
ど
い
や
り
か
た
の
典
型
例
と
し
て
の
コ
ー
ク
伯
リ
チ
ャ
ー

ド

・
ボ
イ
ル
と
、
か
れ
ら
新
参
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
植
民
活
動
に
た

い
す
る
現
地
既
存
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系

エ
リ
ー
ト
に
よ
る
批
判
と
、

ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
る
反
批
判
が
、
興
味
深
く
描
か
れ
て
い
る
。

第
二
部

「
Ｊ
一王
国
戦
争
』
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
の
内
容
は
ど
う

か
。

コ
神
の
た
め
』
か

『王
の
た
め
』
か
―
―

『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

・

カ
ト
リ
ッ
ク
同
盟
―
―
』
の
内
紛
」
（第
五
章
）
と
、
「
ク
ロ
ム
ウ
ェ

ル
の
征
服
と

『
ニ
ュ
ー

・
イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ュ
〓

（第
六
章
）
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、　
三
ハ
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に

か
け
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
戦
争
と
そ
の
結
末
に
焦
点
を
あ

て
て
、
四
〇
年
代
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
内
部
の
分
裂
、
五
〇
年
代
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に
お
け
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
征
服
と
そ
の
事
後
処
理
の
歴
史
的
意
義

が
考
察
さ
れ
て
い
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
三
つ
の
エ
リ
ー
ト
集
団
、

す
な
わ
ち
、
Ｃ

アヽ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

（オ
ー
ル
ド

・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
、

「
オ
ー
ル
ド

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
、
お
よ
び
、
Ｆ
一
ュ
ー

・
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
」
の
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
な
ら
び
に
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
議
会
と
も
絡
ん
だ
、
利
害
関
係
の
交
錯
に
分
析
の
焦
点
が
当
て

ら
れ
て
い
る
。

総
じ
て
、　
一
七
世
紀
に
な
っ
て
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

「植
民

地
」
的
状
況
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た
最
大
の
要
因
と
著
者
が
理
解
す

る
、
宗
教
と
密
接
に
絡
ん
だ
政
治
的
対
立
が
、
政
治
体
と
し
て
の
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る

（
三
ハ
頁
）。

第
二
部
の
、
あ
る
い
は
、
本
書
全
体
の
最
大
の
特
徴
の

一
つ
は
、

一
六
四
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
を
、
近
年
に
お
け
る

「新
し
い
イ

ギ
リ
ス
史
」
を
め
ざ
す

「イ
ギ
リ
ス
諸
島
三
王
国
的

コ
ン
テ
ク
ス

ト
」
派
が
い
う
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
お
け
る
事
態
の
展
開
」
が
、
「等
価
」
の
も
の
で
、
か
つ

「相
互
に
作
用
し
あ
う
も
の
」
と
し
て
、　
つ
ま
り
、
ど
一王
国
戦
争
」

（さ
ら
に
は
、　
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
ス
ペ
イ
ン
と
ブ
ル
ボ
ン
家
の
フ
ラ
ン

ス
を
加
え
た
五
王
国
戦
争
）
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
部
の
分
析
で
も
う

一
つ
興
味
深
い
の
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
支

配
下
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
、
「ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
派
ど
と

「
ニ
ュ
ー
・

イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ュ
」
と
の
確
執
で
、
「
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
派
」
は
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
支
配
層
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
は

「
ニ
ュ
ー

・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
が
支
配
層
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

「名
誉
革
命
」
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
戦
争
に
よ
り
、
「
オ
ー
ル
ド

・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
」
が
エ
リ
ー
ト
の
座
か
ら
最
終
的
に
追
わ
れ
、　
一
八
世

紀
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
支
配
体
制
が
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

最
後
の
第
二
部

「近
世
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
国
制
と
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
」
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

（イ
ギ
リ
ス
）
に
た
い

す
る
従
属
化
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
側
か
ら
の
反
発
と
抵
抗
を
考
察
し
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
は
無
条
件
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

議
会
を
拘
束
せ
ず
と
の
原
則
が
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
期
に
確
立
さ
れ
た

が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

・
カ
ト
リ
ッ
ク
反
乱
の
鎮
圧
の
た
め
に
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
議
会
が
制
定
し
た
募
金
法

（
王
ハ
四
二
年
）
が
こ
の
原
則
を

侵
し
た
こ
と
、
こ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
立
法
権
を
無
視
す
る
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
の
姿
勢
に
た
い
し
て
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
同
盟
」
が

迅
速
に
反
応
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク

同
盟
」
、
よ
り
正
確
に
は

「
オ
ー
ル
ド

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
が
主

張
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
独
立
論
の
意
味
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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次
い
で
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
共
和
制
の
も
と
で
否
定
さ
れ
た
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
議
会
が
、
王
政
復
古
に
よ
り
復
活
し
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

議
会
が
依
然
と
し
て
募
金
法
制
定
時
と
同
じ
優
越
的
姿
勢
を
堅
持
す

る
な
か
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
支
配
体
制
の
主
柱
と
な
っ
た

「
ニ
ュ
ー

。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
独
立
論
が
、
ウ
ィ
リ
ア

ム

・
モ
リ

ニ
ュ
ク
ス
の

『弁
明
』
を
例

に
と
っ
て
分
析
さ
れ
て
い

′一
。本

書
は
大
変
興
味
深
い
結
論
を
下
し
て
い
る
。

一
七
世
紀
の
新
旧
両
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
政
治

エ
リ
ー
ト
に
よ
る
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
独
立
論
に
は
、　
一
八
世
紀
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の

政
治
エ
リ
ー
ト
と
も
共
通
す
る
近
世
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
お
け
る
コ
ロ

ニ
ア
ル

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
べ
き
性
格
が
あ
っ
た
。　
一
方
、

特
異
な
性
格
も
あ

っ
た
。
「植
民
地
」
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り
な

が
ら
、
こ
と
さ
ら
に

「
王
国
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

お
け
る
臣
民
の
権
利
の
根
拠
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
は
、

「大
西
洋
の
か
な
た
の
英
領
植
民
地
に
対
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政

治
エ
リ
ー
ト
の
優
越
意
識
」
が
う
か
が
え
る
と

（二
一
四
～
五
頁
）。

一
一　
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
の
提
起

本
書
は
問
題
提
起
に
満
ち
た
、
以
下
に
述
べ
る
諸
点
に
お
い
て
優

れ
た
労
作
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
を
相
互
に
交
錯
す
る
も
の
と
し

て
、
そ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
的
対
立

・
矛
盾
、
つ
ま
り
、
評
者
の

い
う
発
展
の
契
機
を
析
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
相
互
作
用

（対
立

の
か
ら
み
）
と
し
て
叙
述
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
日
本
で
は
初
め

て
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
最
新
の
研

究
、
著
者
の
い
う
、
「大
西
洋
帝
国
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
派
と

「
イ

ギ
リ
ス
諸
島
三
王
国
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
派
の
研
究
に
積
極
的
に
依

拠
し
な
が
ら
、
両
者
を
総
合
す
る
も
の
と
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

お
い
て
交
錯
す
る
、
あ
る
い
は
同
時
的
に
進
行
す
る
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
大
西
洋

へ
の
帝
国
膨
張
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る

「
イ
ギ
リ

ス
諸
島
」
国
家
統
合
の
歴
史
過
程
を
解
明
し
た
。
総
じ
て
、
地
域
史

と
し
て
の

「ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
」
「
イ
ギ
リ
ス
諸
島
史
」
「大
西
洋
諸

島
史
し

（本
当
の
と
こ
ろ
ど
う
呼
べ
ば
よ
い
の
か
）
の
、
少
な
く
と
も

日
本
に
お
け
る
最
初
の
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
が
第

一
。

第
二
に
、
イ
ギ
リ
ス
史
に
限

っ
て
い
え
ば
、
著
者
は
越
智
武
臣

・

川
北
稔
を
継
承
し
な
が
ら
、
か
れ
ら
が
な
し
え
て
い
な
い
も
の
と
し

て
、
「近
世
」
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
中
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
占
め
て
い

た
位
置
の
正
当
な
評
価
、
「植
民
地
」
で
あ

っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が

同
時
に

「
王
国
」
で
あ

っ
た
こ
と
の
意
味
の
解
明

（七
～
八
頁
）、
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つ
ま
り
は
、
「近
代
国
家
」
と
し
て
は

「特
異
」
な
存
在

（四
頁
）、

「
近
代
帝
国
の
理
解
を
逸
脱
す
る
存
在
」
（五
頁
）
と
し
て
の
イ
ギ

リ
ス
史
、
就
中
、
「近
世
」
イ
ギ
リ
ス
史
の
再
構
成
を
は
た
そ
う
と

し
て
い
る
。

第
二
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
「近
世
イ
ギ

リ
ス
帝
国
を
大
西
洋
圏
に
広
が
っ
て
い
く
、
多
数
の
下
位
の
政
治
体

か
ら
構
成
さ
れ
る
複
合
的
な
ひ
と
つ
の
国
家
」
と
し
、
そ
し
て
、

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
そ
の
国
家

（帝
国
）
を
構
成
す
る
下
位
の
政
治

体
の
ひ
と
つ
と
捉
え
た
う
え
で
、
そ
の
性
格
や
、
帝
国
に
お
け
る
位

置
の
変
化
を
追
究
」
貧

四
頁
）、
つ
ま
り
、
「植
民
地
」
で
あ

っ
て

「王
国
」
■

個
の
国
家
）
で
あ
る
、
「
王
国
」
で
あ
っ
て

「植
民
地
」

で
あ
る
、
「近
世
」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
を
叙
述
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
ま
た
、
第

一
で
触
れ
た
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

帝
国
膨
張
と
国
家
統
合
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
併
呑
さ
れ
な
が
ら
、　
一
個

の
国
家
史
と
し
て
の

「近
世
」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
を
、
内
部
の
政
治

的
対
立

。
矛
盾

（発
展
の
契
機
）
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
叙
述
し
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
大
領
主
と
小
領
主
、

オ
ー
ル
ド

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
と

ニ
ュ
ー

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
、

ゲ
ー
ル
系
大
軍
閥
と
小
軍
閥
な
ど
の
利
害
対
立
等
々
で
あ
る
。
し
か

も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
支
配
者
と
被
支
配
者
と
の
関
係
に
も
触
れ
て

い
て
、
総
じ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
支
配
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

一
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
の
で
な
く
、
そ
れ
自
体
の
内
部
矛
盾

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
本
書
は
、
大
胆
に
も
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
近
代
イ
ギ

リ
ス
史
像
、
あ
る
い
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
像
を
塗
り
替
え
よ
う
と

の
試
み
で
も
あ
る
。
本
書
は
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
の
一
六
世
紀
か
ら
、

産
業
革
命
が
始
ま
る

一
八
世
紀
ま
で
の
三
世
紀
を

「近
代
初
期
」
っ

ま
り
、
「近
世
」
と
し
て
い
る
。
「近
世
イ
ギ
リ
ス
帝
国
」
は
こ
の
三

世
紀
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。　
一
七
世
紀
中
葉
イ
ギ

リ
ス
革
命

の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
革
命
と
し
て
の
評
価
は
消
え
去
り
、

テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
の
成
立
に

「広
義
の
近
代
」
の
開
始
と
い
う
歴
史
画

期
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
「広
義
の
近
代
」
に

た
い
す
る
い
わ
ば
狭
義
の
近
代
が
、
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
お

そ
ら
く
、　
一
八
世
紀
末
か

一
九
世
紀
初
頭
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
独
立
革
命
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
、
ア
メ
リ
カ
独

立
革
命
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
従
来
、
こ
れ
ら
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と

し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
評
価
、
歴
史
認
識
を
覆
そ
う

と
す
る

「近
世
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
史
像
の
提
起
で

あ
る
。

だ
が
、
評
者
の
批
判
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
以
下
、
何
点
か
に
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わ
た
っ
て
述
べ
て
み
る
。

〓
一　
質
問

・
批
判

・
討
論

第

一
は
、
本
書
で
使
用
さ
れ
て
い
る
中
世
、
近
世
、
近
代
と
い
う

時
代
区
分
の
メ
ル
ク
マ
ー
ク
は
何
か
、
各
時
代
の
政
治
経
済
的
性
格

は
何
で
、
し
た
が
っ
て
各
時
代
の
相
違
は
何
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、

本
書
の
い
う

「近
世
イ
ギ
リ
ス
」
と
、
著
者
が
師
事
す
る
越
智

の

「近
代
英
国
」
は
相
違
す
る
の
か
、
同
じ
な
の
か
。
ま
ず
は
こ
う

い
っ
た
素
朴
な
疑
間
が
浮
か
び
上
が
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
「近
世
イ
ギ
リ
ス
」
は
テ

ュ

ー
ダ
ー
朝
以
降
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
は

「広
義
の
近
代
」

の
始
ま
り
で
あ
り
、
「近
代
初
期
」
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
な

ら
、
近
世
は
と
に
か
く
近
代
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
。と

こ
ろ
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る

「譲
渡
と
再
授
封
」
で

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
が

「ゲ
ー
リ
ッ
ク

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
有

力
族
長
と
封
建
的
主
従
関
係
を
結
ぼ
う
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
封

建
制
と

「近
代
初
期
」
＝

「近
世
」
は
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

評
者
は
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
は
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に

「絶
対
王
政
」
と
理
解
す
る
の
が
よ
く
、
そ
の
政
治
経
済
的
性
格
は

や
は
り
封
建
的
な
も
の
と
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
本
書
で
、
地
方
長
官

・
評
議
会
制
度
を
設
け
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
群
雄
割
拠
す
る
軍
閥
の
軍
事
的
政
治
的
基
盤
を
掘
り
崩
す
と
あ

る
が
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
絶
対
王
政
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
王
権

一
元

支
配
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
実
際
、
同
時
代
に
お
い
て
は
、
封
建
的
な
領
主

・
農

民
関
係
の
基
礎
を
掘
り
崩
す
囲
い
込
み
は
法
的
に
禁
止
さ
れ
た
。

本
書
は
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
以
降
の
展
開
に
顕
著
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
帝
国
的
膨
張
に
着
目
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
本
書
の
主
テ
ー

マ
で
あ
る
、
同
時
期
以
降
に
、
大
西
洋
帝
国
的
膨
張
の
第

一
歩
が
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
で
踏
み
出
さ
れ
こ
と
、
し
か
も
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
諸

島
の
国
家
統
合
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

一
六
世
紀
よ
り

一
八
世
紀
ま
で
を

「近
世
イ
ギ
リ
ス
帝
国
」
と
と
ら

え
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
う

一
つ
理
由
が
あ
る
。
本
書
は
、　
一
七
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
革

命
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
し
て
の
意
義
を
認
め
な
い
研
究
潮
流
に
樟

さ
す
も
の
と
し
て
、
意
図
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
革
命

は
革
命
と
い
え
ず
、
そ
の
歴
史
的
画
期
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
し
た

が
っ
て
、　
三
ハ
世
紀
か
ら

一
八
世
紀
ま
で
を
基
本
的
に
は

一
つ
の
時

代
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
本
書
が
イ
ギ
リ
ス
革
命
を

「
三
王
国
戦
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争
」
と
し
て
描
い
て
い
る
点
、
高
く
評
価
で
き
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

か
ら
だ
け
見
る
の
で
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

正
当
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ

リ
ス
革
命
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
し
て
の
意
義
は
否
定
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
、
こ
の
疑
間
が
第
二
。

イ
ギ
リ
ス
革
命
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
含
む

ブ
リ
テ
ン
諸
島

（イ
ギ
リ
ス
諸
島
）
全
体
を
包
含
す
る
単

一
の
共
和

国

（イ
ギ
リ
ス
史
上
唯

一
の
共
和
制
か
）
を
実
現
し
た
。
本
書
の
著
者

は
国
制
史
研
究
を
重
視
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
事

実
に
拘
泥
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
本
書
に
も
叙
述
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
共
和
制
が
短
期
間
の
う
ち
に
瓦
解
し
た
。
評

者
は
そ
の
大
き
な
原
因

。
背
景
の

一
つ
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
征
服
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
な
お
さ
ら
こ
の
点
を
強
く
希
望

し
た
い
。

本
書
で
は

「募
金
法
」
が
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

ロ
ン
ド

ン

（イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
）
が
、
ア
イ

ル
ラ

ン
ド

ｏ
カ
ト

リ
ッ
ク
反
乱
鎮
圧
軍
の
将
校
任
命
権
、
兵
士
徴
募
権
を
有
す
る
こ

と
、

つ
ま
り
、
国
王
大
権
を
否
定
す
る
こ
と
を
う
た

っ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
い
て
後
見
裁
判
所
と
軍
役
保
有

が
廃
止
さ
れ

（
三
ハ
四
六
年
二
月
、

三
ハ
五
六
年

一
一
月
）、
国
王
最

高
領
主
権
た
る
国
王
大
権
の
重
要
な
核
心
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
、

つ

ま
り
、
領
主
的
土
地
所
有
を
近
代
的
私
有
権
と
し
て
確
認
す
る
こ
と

に
よ
る
、
封
建
的
土
地
所
有
の
重
層
的
体
系
の
解
体
、
レ
ー
ニ
ン
の

い
う

「地
主
的
道
」
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
改
革
が
遂
行
さ
れ

た
こ
と
、
こ
の
点
は

一
九
六
〇
年
代
に
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
尾
崎
芳
治

・
武
暢
夫

・
松
村
幸

一
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
で
あ

る
。
国
制
史
研
究
を
重
視
す
る
本
書
著
者
に
は
、
か
れ
ら
の
研
究
、

就
中
、
尾
崎
に
よ
る
、
革
命
期
の
各
党
派

（王
党
派
と
、
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ツ
や
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
な
ど
の
議
会
派
諸
派
）
の
綱
領
と
、
革

命
期
の
実
際
の
政
治
的
諸
結
果
の
克
明
な
分
析
と
格
闘
す
べ
き
で
あ

２一
。第

二
は
、
上
記
二
点
に
も
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
テ
ュ
ー

ダ
ー
朝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
が

「改
革
」
の
対
象
と
し
た
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
当
時
の
社
会
経
済
史
的
性
格
に
、
さ
ら
に
は
、
当
時
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
支
配
者
と
被
支
配
者
と
の
政
治
経
済
的
関
係
の
性
格
に
関

わ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
群
雄
割
拠
す
る

「軍
閥
」
の
性
格

は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
世
末
あ
る
い
は
近
世
初
頭
と
あ

る
の
で
、
日
本
史
に
お
け
る
戦
国
大
名
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
よ

い
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
封
建
的
領
主
に
な
る
以
前
の
、
何
か
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豪
族
的
な
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
氏
族
の
族
長
が
封
建
領
主

ヘ

と
変
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
。

こ
の
点
を
考
察
す
る
う
え
で

一
つ
の
か
ぎ
を
握

っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
が

「
コ
イ
ン
と
リ
ヴ
ア
リ
ー
」
で
あ
る
。
本
書
に
は

「
コ

イ
ン
と
リ
ヴ
ア
リ
ー
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
被
支
配
者
層
」
（七
二

頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
。

「
コ
イ
ン
と
リ
ヴ
ア
リ
ー
」
に
つ
い
て
本
書
が
ど
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
描
い
て
い
る
か
。
「ゲ
ー
ル
法
の
も
と
で
は
、
領
主
に
は
領

民
に
対
し
て
必
要
に
応
じ
て
随
時
食
糧
そ
の
他
の
物
資
を
徴
発
し
う

る
権
利
や
私
兵
を
民
家
に
宿
営
さ
せ
る
権
利
」
會
一六
頁
）、
「本
来

ゲ
ー
ル
法
下
の
族
長
の
慣
習
的
権
利
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
大

領
主
に
も
普
及
し
て
い
た

「
コ
イ
ン
と
リ
ヴ
ア
リ
ー
』
と
呼
ば
れ
た

恣
意
的
な
物
資
等
の
徴
発
権
」
（七
〇
頁
）、
あ
る
い
は
、
「勢
力
圏

内
の
住
民
に
貨
幣
な
い
し
現
物
に
よ
る
強
制
徴
発
」
（八

一
頁
）
と

あ
る
。

他
方
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

「改
革
」
の
内
容

と
し
て
、
「
シ
ド

ニ
ー
は
、
従
来
軍
閥
が
突
発
的

・
臨
時
的
に
徴
発

し
て
い
た

「
コ
イ
ン
と
リ
ヴ
ア
リ
ー
』
相
当
分
を
、
地
方
長
官
に
納

め
る
べ
き
定
期
的

（年

一
度
）
か
つ
定
額
の
金
納

。
物
納
に
よ
る
租

税

へ
の
転
換
を
図
ろ
う
と
し
た
」
が
、
そ
れ
は
、
「被
支
配
者

に

と
っ
て
実
質
的
な
負
担
減
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ

っ
た
」
（七
二
頁
）

と
あ
る
。

「ゲ
ー
リ
ッ
ク

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
の
族
長
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王

権
と
封
建
的
主
従
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り

（八
一
、
七
二
頁
）、
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
ゲ
ー
ル
族
長
や
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
系
領
主
と
領
民
と
の
関
係
は
、
封
建
制
以
前
の
も
の
と
い
う
よ
り

も
、
封
建
的
な
領
主

・
農
民
関
係
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
か
な
り
近

づ
い
て
い
る
も
の
と
類
推
で
き
な
い
か
。

第
四
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
の
意
図
と
実
際
に
つ
い
て
で
あ

る
。
本
書
は
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド

「改
革
」
を
意
図
し
た
が
、
結
局
は

「征
服
」
に
終
わ
っ
た
と
い

う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
キ
ャ

ニ
ー
に
つ
い
て
こ
う
紹
介
し
て
い
る
。
「
キ
ャ
ニ
ー
は
近
年
で
は
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、
近
世
を
通
じ
て
大
西
洋
世
界
に
お
け

る
植
民
全
般
に
つ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
は
植
民
対
象
地
域
の

既
存
住
民
に
対
す
る
搾
取
の
意
識
は
な
く
、
む
し
ろ

「改
革
」
＝
文

明
化
の
意
図
が
濃
厚
だ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
性
格
を

強
調
し
て
い
る
」
（昼
二
頁
注
２８
）
と
０
著
者
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
王
権
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
意
図
を
こ
こ
ま
で
肯
定
的
に
評

価
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
の

「改
革
」
意
図
そ
の

′69



も
の
に
つ
い
て
、
も
う
す
こ
し
、
批
判
的
で
あ

っ
て
よ
い
の
で
は
と

の
印
象
を
も

っ
た
。
と
同
時
に
、
キ
ャ
ニ
ー
の
い
う
よ
う
に
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
＝

「文
明
」
に
よ
る
、
野
蛮
な
先
住
民
の

「開
化
」
と
い

う
構
図
、
意
識
構
造
が
早
く
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
対
す
る
も
の
と
し

て
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
注
目
さ
れ
る
。

最
後
に
、
本
書
も
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ｏ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

史
観
を
批
判
超
克
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
他
の
論
者
に
も
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
同
史
観
が
読
者
に

十
分
に
解
る
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
別
の
機
会
に
是
非
や
っ

て
ほ
し
い
。

何
点
か
に
つ
い
て
批
判
的
な
こ
と
を
述

べ
た
。
し
か
し
、
本
書

は
、
大
胆
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
、
さ
ら
に
は
、
世
界
史
の
書
き
換
え
を
も
合
意
す

る
、
大
変
問
題
提
起
豊
富
な
労
作
で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
正
当
な
位
置
に
お
い
た
イ
ギ
リ
ス

・
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
史
を
す
く
な
く
と
も
日
本
に
お
い
て
本
格
的
に
叙
述
し

た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
、
大
西
洋

へ
と
広
が
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
世
界
の
な
か
で
叙
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
多
く
の
読
者
が
え
ら

れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

大
塚
史
学
の
い
う
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
類
型
論
的
把
握
に
対
す

る
批
判
と
論
争
は
、
少
な
く
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
関
す
る
限

り
、　
一
九
六

一
年
度
土
地
制
度
史
学
会
秋
季
学
術
大
会
に
お
い
て
山

之
内
靖
グ
ル
ー
プ
と
激
し
い
論
争
を
た
た
か
わ
し
た
、
尾
崎

。
武

・

松
村
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る

（同
上
学
会
報
告
、
堀

江
英

一
編

『イ
ギ
リ
ス
革
命
の
研
究
』、
青
木
書
店
、　
一
九
六
二
）。
し

か
し
、
こ
の
点
が
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
歪

め
ら
れ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
大
塚
史
学
の
系
譜
論
と

「下
か
ら
の
道

。
上
か
ら
の
道
」

論
か
ら
触
れ
て
お
く
。

厳
密
な
意
味
で
の

「近
代
的
資
本
」
と

「近
代
的
プ

ロ
ン
タ
リ

ア
ー
ト
」
は
、
し
た
が
っ
て
ま
た

「近
代
資
本
主
義
」
は
、
「自
由

な
独
立
自
営
農
民
」
層
を
培
養
器
に
し
て
形
成
さ
れ
る

「中
産
的
生

産
者
層
」
の
う
ち
よ
り
、
つ
ま
り
か
れ
ら
の
両
極
分
解
に
よ
り
生
ま

れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「自
生
的
」
な

「下
か
ら
の
道
」
あ

る
い
は

「下
か
ら
の
途
」
で
あ
る

「小
生
産
者
的
発
展
経
路
」
に

あ

っ
て
は
、
領
主

・
地
主
層
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
経
営
者
が
生
ま
れ

て
い
て
も
よ
い
、
問
題
は
農
民
層
分
解
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、

補

払

薔田
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か
れ
ら
生
産
者
の
う
ち
か
ら
産
業
資
本
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
基
本
と

な
る
。

こ
れ
に
対
抗
す
る
も
の
が
、
地
主
か
ら
の
、
商
人
か
ら
の
資
本

へ

の
、
つ
ま
り

「前
期
的
資
本
」

へ
の
転
化
で
あ
り
、
日
本
の
よ
う
な

「半
封
建
的
資
本
主
義
」
の
生
成
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
革
命
で
は
、
す
で
に
実
現
し
て
い
る
、
封
建
的
土
地
所

有
体
系
と
共
同
体
的
土
地
保
有
体
系
の
解
体
を
追
認
し
、
「初
期
独

占
」
に
反
対
し
、
「前
期
的
資
本
」

へ
の
転
化
を
う
ち
破

っ
た
。
こ

れ
を
担

っ
た
の
が
、
イ
ン
デ
イ
ペ
ン
デ
ン
ツ
で
あ
り
、
社
会
層
と
し

て
は

「
ヨ
ー
マ
ン
」
で
あ
る
。

で
は
、
尾
崎

ｏ
武

・
松
村
グ
ル
ー
プ
は
ど
の
よ
う
な
批
判
を
お
こ

な
い
、
論
争
を
解
決
し
た
の
か
。
か
れ
ら
の
レ
ー
ニ
ン

「
二
つ
の

道
」
論
に
依
拠
し
た
構
造
的
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
論
は
こ
う
で
あ

２つ
。農

業
に
お
け
る
資
本
主
義
発
展
は
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
全
体
的

な
資
本
主
義
発
展
は
農
民
経
営
＝
小
経
営
の
分
解
が
基
礎
過
程
に
あ

る
。
農
民
層
分
解
が
進
行
し
な
け
れ
ば
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
発

展
は
進
行
し
な
い
。
つ
ま
り
、
農
民
層
分
解
が
あ
る
の
か
な
い
の
か

に
よ
っ
て

「
二
つ
の
道
」
が
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
レ
ー
ニ
ン
の
い

う

「農
民
的
道
」
も

「地
主
的
道
」
も
い
ず
れ
も
農
民
層
分
解
の
進

行
を
前
提
に
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
革
命
で
は
、
土
地
問
題
が

「事
後
承
認
」
で
は
な
く
、

現
実
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
封
建
的
土
地
所
有
体
系
の
廃
棄

を
め
ぐ

っ
た
王
党
派
と
議
会
派
が
争
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
を

廃
棄
す
る
か
、
つ
ま
り
、
領
主
的
土
地
所
有
権
を
廃
絶
す
る
の
か

（農
民
的
道
Ｘ

そ
れ
を
残
存
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
の
近
代
的
土
地

私
有
権

へ
の
転
化
を
進
め
て
い
く
、
つ
ま
り
改
良
し
て
い
く
の
か

（地
主
的
道
）、
を
め
ぐ

っ
て
、
プ

レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
な
ら
び
に
イ

ン
デ
イ
ペ
ン
デ
ン
ツ
と
、
レ
ヴ

エ
ラ
ー
ズ
と
の
間
で
争
わ
れ
た
。
結

果
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
る
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
弾
圧
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
遠
征
を
め
ぐ
る
レ
ヴ

ェ
ラ
ー
ズ
内
の
意
見
対
立
が

一
因
と
な

っ

て
レ
ヴ

ェ
ラ
ー
ズ
の
敗
退
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
農
民
的
道
の
流
産

と
地
主
的
道
の
勝
利
、
領
主
的
土
地
所
有
権
の
漸
次
的
な
近
代
的
土

地
私
有
権

へ
の
転
化
、　
一
八
世
紀
よ
り

一
九
世
紀
に
か
け
て
展
開
す

る
議
会
囲
い
込
み
へ
の
道
の
清
掃
で
あ
る
。

総
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
農
業

に
お
け
る
資
本
主
義
発
展
は
、
し
た

が

っ
て
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
発
展
は
、
下
か
ら
で
も
な
く
、

上
か
ら
で
も
な
く
、
農
民
層
分
解
を
基
礎
過
程
に
し
な
が
ら
、
領
主

層
が
、
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
が
主
導
す
る
、
つ
ま
り
は
、
土
地
貴
族
が

社
会
経
済
的
に
支
配
的
地
位
に
長
く
と
ど
ま
り
、
政
治
権
力
を
長
き
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に
わ
た
っ
て
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
い
わ
ば
構
造
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
進
化
論
は
、
大
塚
史
学
流

の
系
譜
論
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
越
智
武
臣
の

「近
代
化
の
担
い

手
―
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
」
説
や
、
飯
沼
二
郎
の

「地
主
王
政
」
説
と
は

決
定
的
に
違
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
ー
ニ
ン
の

「地
主
的
道
」
に

た
い
す
る
誤

っ
た
理
解
に
も
と
づ
き
、
同
じ
主
張
グ
ル
ー
プ
の
も
の

と
誤
解
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
原
因
が
、
『イ
ギ
リ
ス
革

命
の
研
究
』
の
編
者
で
あ
る
堀
江
が
執
筆
し
た
第

一
章
に
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
レ
ー
ニ
ン
を
間
違

っ
て
と
ら
え
、
地
主
経
済
の
ブ
ル
ジ

ョ

ア
化
が
地
主
的
道
で
あ
り
、
農
民
層
分
解
を
基
礎
に
し
た
農
民
経
済

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
が
農
民
的
道
で
あ
る
と
解
説
し
、
大
塚
史
学
の
い

う
、
農
民
層
分
解
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
に
よ
っ
て
決
ま
る

「上

か
ら
の
道

・
下
か
ら
の
道
」
論
と
結
局
は
同
じ
枠
内
に
あ
る
と
誤
解

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
本
正
著

『「王
国
」
と

「植
民
地
」
―
―
近
世
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
な

か
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ー
ー
』
（思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年
刊
、
Ａ

５
判
、
Ｘ
Ⅳ
十
三
二
〇
頁
、
本
体
二
八
〇
〇
円
）

（ほ
ん
だ
　
さ
ぶ
ろ
う
・
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
）
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